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日本のエネルギー供給構造の推移
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① 安くて便利なエネルギー源（高度成長期）

② 公害（大気、水質汚染）の源 （四日市公害）
硫黄酸化物、窒素酸化物（SOｘ、NOｘ）除去

③ 限りある高価なエネルギー資源（石油危機）

脱石油、石炭に注目

④ 限りある大気環境（地球規模の気候変動）

脱 二酸化炭素排出

⑤ 次は？

石油に対する価値観の変遷

技術開発が社会における需要を創生。
技術開発の目標は社会の価値観に依存。
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エネルギー関連分野の研究活動

研究活動

研究活動

研究活動

研究活動

研究活動

研究活動

研究活動

経済学

化学工学

機械工学

農学
社会学

原子力工学

電気工学



6

複合領域における共同作業

社会系

興味の対象 興味の対象

技術系
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共通部分
情報・イメージの

共有
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エネルギー学とは

エネルギー学

交流の場 新しい学へ
新しい考え方の経験
イメージ・情報の共有

研究活動
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情報・イメージの共有について

• どんな社会を目指すのか（短期、中期、長期の視点）
– エネルギーの使い方（短期、中期）

• 省エネルギー、再生可能エネルギー、原子力、、、

– 持続可能性
• 再生可能エネルギー依存社会への移行（中期、長期）
• 公平、平和の追求

– 価値観と幸福、生活様式（中期）

• エネルギー政策について（個、企業、国、世界の視点）
– 技術情報の共有（伝えたいことと、知りたいこと）

• エネルギー資源負荷、環境負荷、経済性、供給安定性、安全性
• 都合のいいことと悪いことの共有
• 不確実性と意思決定

– 将来社会のイメージの共有
– コミュニケーションの場、方法論が必要（「エネルギー学」の創生）


